
高木仁三郎市民科学基金

第22期(2023年度)国内枠助成 公開プレゼンテーション

2023 年 7 月 29 日(土) 水道橋・全水道会館 5 階中会議室＋Zoom によるハイブリッド開催

この公開プレゼンテーションは、高木基金の 2023 年度国内枠助成の最終選考の一環として開催

するもので、書類選考を通過した 18 件の応募者の内の 12 件について、調査研究のねらいや実施方

法、期待される成果などを、応募者のみなさんに直接、発表していただきます。それぞれの発表は

15 分、質疑応答 10 分という限られた時間ではありますが、ご参加のみなさんから、率直なご質問

やご意見をお聞かせください。質疑応答の内容もふまえた上で、「市民科学」にふさわしい助成先

を終了後の高木基金の理事会で決定することとしています。

なお、一般参加の方のご質問は、Zoom の「Ｑ＆Ａ」に書き込んでいただき、それを司会が紹介

するかたちですすめさせていただきます。ご不便をおかけいたしますが、ご容赦ください。

公開プレゼンテーションは、応募者のみなさんが取り組む社会課題について、一般のみなさんに

知っていただく機会でもあります。発表を聞き、ディスカッションに参加する中で、参加者のみな

さんにとっても有意義な場になることを期待しております。

高木仁三郎市民科学基金 事務局長

菅波 完

第 22 期(2023 年度)国内枠助成の応募状況と選考経過

応 募 枠 国内枠調査研究助成

助 成 予 算 800 万円

過去の助成実績

に 応 じ た 分 類

【一般】 高木基金にはじめて応募する／過去に

1 回、助成を受けた実績のある個人・グループ

【継続】 高木基金から 2 回以上の

助成を受けた実績のある個人・グループ

助成上限金額 100 万円 50 万円

応 募 状 況 22 件 応募総額 1,771 万円 10 件 応募総額 503 万円

書類選考通過 10 件 応募総額 649 万円 8 件 応募総額 415 万円

最 終 選 考

書類選考を通過した 18 件の応募の内、12 件について、本日の公開プレゼンテーションで

調査研究計画の発表および質疑応答を行います。本日発表の対象としなかった 6 件に

ついては、別途、高木基金の理事会において面接を行いました。これらの内容をふまえて、

最終的に高木基金の理事会として、助成先・助成金額を決定します。

認定ＮＰＯ法人 高木仁三郎市民科学基金
〒160-0008 東京都新宿四谷三栄町 16-16 iTEX ビル 3 階

事務局携帯 070-5074-5985 FAX 03-5539-4961

E-mail info@takagifund.org http://www.takagifund.org



発表
番号

グループ名・発表者名
★印はオンラインでの発表

テーマ 応募金額
資料

ページ

10:00

1 山室 真澄さん ★
水道水から摂取するネオニコチノイドが総摂取量に与える
影響

100万円 p.3～

2
遺伝子組換え食品を考える中部の会
原野 好正さん *1

運送路沿道におけるこぼれ落ち遺伝子組み換えナタネの
実態調査

50万円 p.11～

3
比留間運送伊奈平産廃処理工場調査団
佐藤 健朗さん

産業廃棄物処理工場から排出され有害物質による地域住
民への健康リスク

100万円 p.21～

11:55

4
みんなのデータサイト
藤田 康元さん

実践・市民放射能測定室の作り方
～市民が培った確かな測定技術の継承を目指して～

50万円 p.27～

5 日野 行介さん
策定プロセスの公文書開示による原発避難計画の実態解
明

50万円 p.35～

6
子どもたちに核のゴミのない寿都を！
町民の会
東田 秀美さん *2 ★

小さな町に起った大きな課題を、道内・道外の議論として
いくために

100万円 p.39～

14:35

7
もんべつ海の学校
村井 克詞さん ★

紋別港における藻場分布と生物の蝟集状況調査 100万円 p.45～

8
太平洋核被災支援センター
山下 正寿さん *3 ★

太平洋核実験被災の青少年向け学習資料について調査・
研究し、青少年参加の学習活動を支援する。

50万円 p.53～

9
清流球磨川・川辺川を未来に手渡す流域
郡市民の会
森 明香さん *4 ★

気候危機時代の豪雨に対応しうる川づくり・流域社会づく
りに向けた基礎的研究 ―球磨川豪雨災害調査の「中間
報告」説明会を通じて―

100万円 p.61～

16:30

10
外環振動・低周波音調査会
上田 昌文さん

外環道大深度工事で発生した振動・騒音・低周波音による
被害の実態把握とそれへの対策に関する調査

50万円 p.67～

11 原田 浩二さん ★ 市民によるPFAS 調査のための化学分析基盤の構築 45万円 p.75～

12
沖縄京都PFAS 研究グループ
徳田 安春さん ★

沖縄県におけるPFAS 曝露と腎癌・精巣癌の関連性 40万円 p.81～

18:25

*1 代表の河田昌東さんに代わって、原野好正さんが発表します。

*2 代表の南波 久さんに代わって、東田秀美さんが発表します。

*3 代表の濵田郁夫さんに代わって、山下正寿さんが発表します。

*4 代表の木本雅己さんに代わって、森 明香さんが発表します。

やむを得ない事情により、発表者や発表時間帯が変更になる場合もありますので、ご了承ください。

16:45
～

18:25

【事務局長挨拶・閉会】

【 昼食休憩（60分） 】

【 休 憩（10分）】

【 休 憩（15分）】

【開会・趣旨説明】

10:15
～

11:55

12:55
～

14:35

14:50
～

16:30

高木基金 第22期（2023年度）国内枠調査研究助成
公開プレゼンテーション プログラム



2023/7/29 高木基金 公開プレゼンテーション当日資料

【調査研究の概要】

日本では水道水源となっている河川や湖沼などに、水田に散布された農薬が混入している。ネオニコ

チノイド系殺虫剤（以下、ネオニコ）の１種であるジノテフランの日本の水道水の基準値は600,000ng/Lだ

が、予防原則をとる EU では個々の農薬の濃度は 100ng/を超えてはならず、全農薬の合計濃度は

500ng/Lを超えてはならない。EUと比べて基準値が桁違いに高い日本では、過去には基準値未満の除

草剤が癌を引き起こしていた。

水溶性のネオニコは作物に浸透し表面を洗っても除去できないことから、農作物からの摂取がほとんど

であるとされ、水道水からの寄与は調べられていない。高木基金の助成をうけ 2022 年度に行った研究

で、秋田市水道水はジノテフラン濃度が常時50ng/L を超え、ピーク時に800ng/L を超えた。一方、隣接

する大潟村の水道水では 5ng/L 未満で推移した。

ネオニコは神経毒なので脳に与える影響が懸念されるが、人の尿中ネオニコ濃度は脳中ネオニコ濃度

と関係があるとして注目されている。本研究では気候条件や風土・慣習などが類似する秋田市と大潟村

で尿中ネオニコとその代謝物の濃度を比較することで、水道水起源ネオニコの寄与を推定し、また総摂

取量を海外の健康被害が疑われる事例と比較する。

具体的には秋田市と大潟村で、できる限り有機栽培作物を摂取している住民 10名程度に協力いただ

き、秋田市水道水でジノフラン濃度が最も高くなる 8月に尿を採取し、ネオニコとその代謝物濃度を分析

する、また尿採取日の 3日前からの水道水中ネオニコ濃度も分析して比較・検討を行う。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費

資料費

機材・備品費 尿・水道水分析用消耗品 490 490

会議費

印刷費 報告書作成 20 20

検査費用

協力者謝礼等 尿提供者（5 千円×2 地区×10 名） 100 60 40

外部委託費 LC/MS/MS オーバーホール 190 190

人件費
現地説明・サンプル回収作業、分

析補助（
640 240 400

その他 サンプル送付量 20 20

合 計 1,460 1,000 460

グループ名

・代表者名
山室 真澄さん

助成応募

金額
100 万円

調査研究のテーマ 水道水から摂取するネオニコチノイドが総摂取量に与える影響



https://www.actbeyondtrust.org/n
eonico_reference/whats/whats1/

EFSA has delivered its scientific opinion at the request of the European
Commission by considering recent research by Kimura-Kuroda et al. (2012) and
existing data on the potential of acetamiprid and imidacloprid to damage the
developing human nervous system - in particular the brain.

Based on its review, EFSA proposes changes to the following toxicological
reference values for acetamiprid and imidacloprid:
•For acetamiprid – the current ADI and AOEL of 0.07 mg/kg bw/per day and the
ARfD of 0.1 mg/kg bw should be lowered to 0.025 mg/kg bw (per day);
•For imidacloprid, the current AOEL and ARfD of 0.08mg/kg/bw/day should be
lowered to 0.06 mg/kg bw/per day. The current ADI for imidacloprid is considered
to provide adequate protection against potential developmental neurotoxic effects.

https://www.efsa.europa.eu/en/press/news/131217



http://organic-newsclip.info/nouyaku/regulation-neonico-table.html

2023

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/attach/pdf/index-54.pdf

20 21
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Dragon et al. 2019

Ghattas et al. 2017
Dragon et al. 2019

8 EU
0.6mg/L=600000ng/L

70%
https://www.bgr.bund.de/EN/Themen/Wasser/B
eschaffenheit/beschaffenheit_node_en.htm

1978 IV ,

https://www.bgr.bund.de/EN/Themen/Wa
sser/abb_oeff-
wversorg_en.html?nn=1559028

20%
RBF(riverbank filtration):

EGWR(enhanced
groundwater recharge)

dune water

100%

12 https://www.mizu.gr.jp/kikanshi/no19/06.html



EU

Tu et al. (in press) Journal of Hazardous Materials
https://www.sciencedirect.com/science/article/abs/pii/S0304389423010117?via%3Dihub
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2023/7/29 高木基金 公開プレゼンテーション当日資料

【調査研究の概要】

本調査・研究では、輸入ナタネの運搬経路である国道 23号沿道（三重県四日市市-松阪市）における

遺伝子組み換え（GM）ナタネおよび、GMナタネとの交雑が懸念されているアブラナ科雑草（イヌカキネ

ガラシ・ハタザオガラシなど）の自生状況を定期的に調査し、なるべく多くの検体を検査することによって

自生ナタネの分布状況・GM率等を把握する。

当会から製油会社へのはたらきかけによって四日市港穀物サイロの出庫ユニットにエアシャワーが設

置されており、運送車両へのナタネの付着が軽減されていることが予測されているが、この調査によって

その効果を把握する。

また、新型コロナ感染対策のために大規模抜き取り調査が数年にわたり実施できなかったが、その影

響についても考察する。

これらの調査・研究結果を当会のウェブサイトやさまざまな報告会での公開を通じて一般市民と共有

し、当該地域でのGMナタネに関する啓発運動、自生拡散防止・交雑防止活動に役立てる。

さらに、この調査・研究結果を地方自治体および環境省・農林水産省等へ提出し、遺伝子組み換え作

物の与える影響を提示し、カルタヘナ国内法の改正への足がかりをつくる。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費 調査旅費 75 75

資料費

機材・備品費 遺伝子組み換え簡易検査薬等 570 500 70

会議費 会議室使用料 15 15

印刷費 資料印刷費 10 10

協力者謝礼等 マイクロバス運転手謝礼 10 10

外部委託費

その他 イベント保険、通信運搬費 22 22

合 計 702 500 202

グループ名

・代表者名

遺伝子組換え食品を考える中部の会

河田 昌東さん

助成応募

金額
50 万円

調査研究のテーマ 運送路沿道におけるこぼれ落ち遺伝子組み換えナタネの実態調査



Research on spilled genetically
modified oilseed rape along
transportation corridors.
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GM
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RR+[ ] LL+[ ]
2005 1,177 12 2 0
2006 1,942 17 12 1
2007 1,618 22 16 0
2008 1,061 26 11 1
2009 1,001 30 32 2
2010 862 23 37 15
2011 946 14 44 5
2012 789 23 96 2
2013 867 24 74 0
2014 904 17 64 3
2015 947 21 30 2
2016 901 25 52 1
2017 948 13 43 0
2018 884 8 35 0
2019 906 27 39 0
2020 756 7 42 0
2021 904 6 36 1
2022 934 12 24 0
2023 723 16 6 0

2023
7 38

RR+[ %] LL+[ %]

2004 29 31.0 10.3 0
2005 87 36.8 8.0 0
2006 138 138 52.9 32.6 0
2007 166 148 18.2 24.3 6
2008 364 199 36.7 34.7 0
2009 2,367 355 44.8 30.7 0
2010 752 199 25.6 28.6 0
2011 1,233 281 24.2 45.9 2
2012 1,944 272 21.7 33.5 1
2013 483 148 30.4 43.9 1
2014 709 154 18.2 50.6 2
2015 3,729 230 20.9 45.2 1
2016 6,200 111 225.5 52.3 2
2017 819 133 17.3 41.4 0
2018 906 83 16.9 63.9 1
2019 1,057 82 17.1 46.3 0
2020 182 78 23.1 65.4 0
2021 224 47 34.0 42.6 0
2022 750 64 40.1 34.4 0
2023 315 100 22.0 62.0 2



2004 29
2005 87 1,177
2006 138 138 1,942
2007 166 148 1,618
2008 364 199 1,061
2009 2,367 355 1,001
2010 752 199 862
2011 1,233 281 946
2012 1,944 272 789
2013 483 148 867
2014 709 154 904
2015 3,729 230 947
2016 6,200 111 901
2017 819 133 948
2018 906 83 884
2019 1,057 82 906
2020 182 78 756
2021 224 47 904
2022 750 64 934
2023 315 100 723

Citizen Science

Citizen science and social movements: A case of participatory monitoring of
genetically modified crops in Japan

https://journals.sagepub.com/doi/10.1177/00380261211009790
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【調査研究の概要】

廃プラスチック類をはじめ木くずや紙くず、ゴムくずなどの産業廃棄物及び一般廃棄物の破砕や焼却

などの中間処理を行っている廃棄物処理工場から排出されていると思われる有害物質によって、隣接す

る事業所及び周辺民家の居住環境が汚染され、健康被害の発生が見られることから、その汚染の実態

把握と健康被害発生の原因と将来的な健康に及ぼすリスクについて把握することを目的として調査を行

う。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費 交通費・宿泊費：10 人×5 回 750 500 250

資料費 開示請求等 20 20

機材・備品費 簡易測定器等 100 100

会議費 5 千円×10 回 50 50

印刷費 資料一式 50 50

協力者謝礼等 10 人×15 千円 150 150

外部委託費 分析費用 500 500

人件費 調査データ解析：5 千円×20 人 100 100

運営経費 管理費等 50 50

その他 消耗品（金属板等） 100 100

合 計 1,870 1,000 500 370

グループ名

・代表者名

比留間運送伊奈平産廃処理工場調査団

佐藤 健朗さん

助成応募

金額
100 万円

調査研究のテーマ 産業廃棄物処理工場から排出される有害物質による地域住民への健康リスク
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2023/7/29 高木基金 公開プレゼンテーション当日資料

【調査研究の概要】

福島原発事故の後、市民による空間線量測定がすぐに始まった。引き続いて、食品や住環境の汚染の

実態を知るため、様々なバックグラウンドを持つ人々が集まり、放射能測定に必要な機器の選定調達・測

定技術の習得を経て、日本全国で市民測定室が立ち上がった。放射能測定の対象が公的測定マニュア

ルに記載のない身の周りのあらゆるものに及んだため、試料調整・測定方法を工夫し正確な測定結果を

得るため試行錯誤を経てノウハウを蓄積する必要があった。この貴重な測定室立ち上げと測定のノウハ

ウは、市民が広く共有できるものとしてまとめられていない。特に市民が培った確かな測定技術の継承は

市民測定室の活動の維持・向上を図る上で重要であるだけでなく、次の重大事故に際して市民が迅速

に測定体制を立ち上げるためにも不可欠である。以前より、測定室の作り方を教えて欲しいという海外か

らの要望も来ている。本調査研究はこの課題に応えるものであり、市民科学としての重要性は明らかだと

言える。本調査研究では、市民測定室を対象に、立ち上げ時から現在までの諸課題について尋ねる質

問票調査とインタビュー調査を行い総合的に実情を分析する。この分析を踏まえ、測定技術のノウハウを

網羅した測定ガイドをまとめる。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

人件費

スタッフ人件費（質問票の設計、イン

タビュー実施・分析、調査結果のまと

め等 118 時間）

120 120

外部委託費

事務作業外部委託（質問票の集計・分

析、インタビュー実施・分析、調査結

果のまとめ等 204 時間）

240 120 120

印刷費 資料のコピー、出力等 20 10 10

会議費 打合せの会議室代 10 10

旅費・交通費 リサーチ 2 万円×20 箇所 400 200 200

通信運搬費 アンケート郵送切手代 40 40

消耗品費
トナーカートリッジ、封筒、コピー用

紙等
50 50

合 計 880 500 380

グループ名

・代表者名

みんなのデータサイト

藤田 康元さん

助成応募

金額
50 万円

調査研究のテーマ
実践・市民放射能測定室の作り方

～市民が培った確かな測定技術の継承を目指して～
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【調査研究の概要】

東京電力福島原発事故の反省から原発30キロ圏内の自治体に避難計画の策定が求められることにな

った。１か所あたりの対象人口は数十万人に上り、計画の実効性の有無には国民・住民から高い関心が

寄せられているが、避難計画は安全審査の対象外で、策定の基礎資料さえ公表されておらず、外部から

の検証が困難な状態になっている。

調査報道で培った情報公開請求の技術を使って基礎資料を入手し、原発再稼働を正当化するため実

効性を度外視して策定されている実態を解明する。今回は 30 キロ圏内の人口が全国最多の約92万人

で、避難計画の不備を理由にした初めての運転差し止め判決が出された東海第二原発を調査対象とす

る。

解明した避難計画策定プロセスの全貌は書籍化して一般に広く伝えると共に、同原発の運転差し止め

を求める訴訟の原告団や、再稼働の可否を問う住民投票の実施を目指す市民団体などにも共有する。

また、入手した公文書はすべて電子ファイル（PDF）にして公開する。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費 省庁担当者へのヒアリングなど 100 100

資料費 情報公開請求手数料、コピー代 300 300

機材・備品費
スキャナー、CDR、USB メモリ

ーなど
100 100

会議費

印刷費

検査費用

協力者謝礼等

外部委託費

その他

合 計 500 500

グループ名

・代表者名
日野 行介さん

助成応募

金額
50 万円

調査研究のテーマ 策定プロセスの公文書開示による原発避難計画の実態解明
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【調査研究の概要】

2020年8月13日の北海道新聞第一面において、寿都町の片岡春雄町長が高レベル放射性廃棄物最

終処分場の文献調査への応募を考えていると報じられた。その報道によると、国から核のゴミの深地層

処分方法とその進め方について説明を受け、第一段階の文献調査応募で最大20億円、第二段階の概

要調査の受け入れで 70億円、合計90億円の交付金を受けられるので、町財政の将来を見据えて応募

する考えだという、驚くべき内容であった。その後、2020 年 9月 3日の鈴木直道北海道知事との会談に

おいては、道の「核抜き条例」に反すると主張する鈴木知事に対して、町長は最終段階の精密調査まで

進めたいとの意向を表明し、会談は平行線で終わった。

私たちが暮らす寿都町は、人口約2700 人の小さな町である。この小さな町に暮らす私たちは、国の原

子力の政策と片岡町長の独断により、国レベル国際レベルで検討すべき大きな課題を突き付けられた。

この課題は私たちだけで解決できない課題であり、また私たちだけで話し合うべき課題ではないと考えて

いる。これは寿都全町民、北海道民、国民全体ひいては国際的な課題であり、目先の交付金を得るとい

う考え方ではない議論が必要である。そのような場を作りたいと考えているが、既に寿都町内ではと町民

同士の分断が起きているのが現状である。私たちは、この分断を少しでも和らげ、本当の対話の場を作

るために、土を耕すような活動をしたいと考えた。何も話さない、話したくない、話せないと考える寿都町

民の心と対話を引き出す場づくりを行いたいと考えている。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ計 5 回、講師 5 人、対馬

ﾋｱﾘﾝｸﾞ 1 名
624 350 274

資料費 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ配布資料など 50 50

機材・備品費
横看板作成、模造紙・文具

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ・ﾏｲｸ等使用料
100 100

会議費 大ホール 3 回、会議室 4 回 110 110

印刷費 活動報告書（500 部） 100 100

協力者謝礼等
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2 名×2 回

講演会 1 名×1 回
90 90

運営経費 会報印刷費・新聞折込料 8 回 200 200

その他

合 計 1.274 1,000 274

グループ名

・代表者名

子どもたちに核のゴミのない寿都を！

町民の会 南波 久さん

助成応募

金額
100 万円

調査研究のテーマ 小さな町に起った大きな課題を、道内・道外の議論としていくために
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【調査研究の概要】

[目的] 紋別港周辺の藻場分布およびその周辺に蝟集する魚類の状況を把握すること

[背景] 生物の生息環境としての港湾構造物の役割（港湾が疑似岩礁として機能し、藻場が生物多様性

を育むなど）や北半球で凍る海の南限であること、夏季には宗谷暖流、冬季にはオホーツク低塩分水の

影響を受け生物相も大きく変化し、1～3月には流氷に覆われます。

[調査] 本事業では、水中ドローンを用いて海面下の海藻の繁茂状況や魚類の蝟集状況を調査して、

生物の多様性や藻場分布から紋別港におけるブルーカーボン量の推算を行いたいと考えています。防

波堤から離れた砂泥域においても調査を行い藻場における生物多様性も評価します。

平面的な藻場分布は、空撮を行います（2022年 7月に 1回目を実施）。

[成果]「もんべつ海の学校」では、『海洋調査のプロフェッショナルが教える海洋教室』をコンセプトに大

学生、高校生を誘致して「海の学び」を基軸とした参加体験型フィールド学習を企画提案しています。

独自調査や解析を行い、常に最新の知見と情報を「海からのメッセージ」として伝えたいと考えていま

す。地域で開催される北方圏国際シンポジウムなどで成果の発表を予定しています。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費 研究成果発表のための交通費 200 200 0

資料費

機材・備品費 水中ドローン機材 1,000 800 200

会議費

印刷費

検査費用

協力者謝礼等

外部委託費

その他

合 計 1,200 1,000 0

グループ名

・代表者名

もんべつ海の学校

村井 克詞さん

助成応募

金額
100 万円

調査研究のテーマ 紋別港における藻場分布と生物の蝟集状況調査
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【調査研究の概要】

太平洋水爆実験による被災の実態解明にこれまで取り組んできた。核兵器禁止条約批准を視野に入

れ、太平洋核実験被災の青少年向け学習資料の調査・研究が求められている。

これまでに作成してきたDVD「ビキニの海は忘れない」・「核被災と核兵器禁止条約」、紙芝居「ビキニ

の海のねがい」、写真記録「核被災に向き合う高校生たち」学習資料などが、どのように活用され、改善

すべき課題について高知県と国内外の研究者と協力して調査・研究を進める。

今年度は、核実験被災国のネットワークづくりを進め、核問題の学習や平和運動の継承について、若

い世代に向けた教材編集に取り組む。こうした研究と活動を来年5月の「ビキニデーin高知」に集約す

る。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費

研究旅費（高知－東京）

共同研究者高知訪問（東京－高知）

県内研究会参加交通費

県内調査・要請旅費

40

40

40

80

40

40

40

80

資料費 本・DVD 10 10

機材・備品費 トナー代など 10 10

会議費 東京都・高知市 40 20 20

印刷費
資料印刷費 40 40

証言集・資料作成費（5 万円×2 冊） 100 100

外部委託費 ビキニデーin 高知関連 300 100 200

その他 通信費 20 20

合 計 720 500 220

グループ名

・代表者名

太平洋核被災支援センター

濵田 郁夫さん

助成応募

金額
50 万円

調査研究のテーマ
太平洋核実験被災の青少年向け学習資料について調査・研究し、

青少年参加の学習活動を支援する。
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【調査研究の概要】

本研究では、2020 年 7月 4日球磨川流域豪雨災害における被害拡大要因とメカニズムの実態解明に

ついて、これまで申請者らが取り組んできた人吉市を中心とした現地調査の成果を“中間報告”と位置づ

け、地区別説明会を実施し議論の場をつくることを通じて、より深い実態解明へと発展させることを試み

る。くわえて、球磨村・芦北町・旧坂本村の中流域の被災者らとの交流会の中で“中間報告”を共有し、よ

り広域で見た際の川づくり・流域社会づくりに不可欠な視点を析出する。

国交省と熊本県による豪雨災害検証の不備を受け、申請者らは 2020年 10月頃に調査に着手、人吉

市内の犠牲者20名中 19名の要因と時刻を明らかにし、国と県が進めようとしていた河川整備では対応

できず、より詳細な検証が求められるとして、共同検証の実施を求め続けてきた。と同時に、調査を通じ

て、被災した申請者ら自身が持つ個々の体験が、発災メカニズムの内にどう位置付けられるのか、理解

を深めてきた。災害調査は、被災した者にとって、気候危機時代の豪雨災害がどのようなものか理解を

促すかたちで作用すると同時に、こうした時代にあっての川づくり・流域社会づくりにはどのような視点が

重要であるかを、示唆するものでもあった。

国は2015年以降、気候変動を踏まえた河川整備の在り方を検討し、2021年には流域治水関連法が成

立した。しかし球磨川流域で生じている事象を見る限り、気候危機時代の豪雨に対応しているとは言い

難い。本研究を通じて、気候危機時代に対応しうる川の保全を重視した川づくり・流域社会づくりの要点

を、明らかにしたい。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費
流域調査、事前調査＋国会要請／海外

特派員会見旅費
1,152 1,152

資料費 情報開示請求、熊日 DB 印字 50 43 7

機材・備品費
IC レコーダー、デジタルビデオカメ

ラ
100 100

会議費
中下流域被災者交流会（2 回）

地区別報告会（14 回）、シンポ 1 回
250 200 50

印刷費 チラシ印刷、新聞折込 185 185

協力者謝礼 講師旅費＋謝金 150 150

外部委託費 HP の維持管理サポート 100 100

人件費 調査スタッフ交通費、調査データ分析 420 300 120

運営経費 通信費 239 100 139

その他
レンタカー、勉強会＿調査時食費、

事務所家賃（12 ヶ月×1 万円）等
300 150 150

合 計 2,946 1,000 1,600 346

グループ名

・代表者名

清流球磨川・川辺川を未来に手渡す

流域郡市民の会 木本 雅己さん

助成応募

金額
100 万円

調査研究のテーマ
気候危機時代の豪雨に対応しうる川づくり・流域社会づくりに向けた

基礎的研究 ―球磨川豪雨災害調査の「中間報告」説明会を通じて―
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【調査研究の概要】

2020 年 10月 18日に調布市で起こった東京外環道トンネル工事に伴う陥没事故を機に、周辺地域で

は被害と補償をめぐって、さらにはトンネル工事の継続や地盤改良工事の実施の可否やそのリスクをめ

ぐって、事業者（国土交通省、NEXCO東日本、NEXCO中日本）が、これまでに住民が納得できる調査

や情報提供を行ってこなかったことからくる様々な問題が噴出している。2021年及び2022年の高木基金

の助成を受けて、市民科学研究室が被害者住民らと共同で「外環振動・低周波音調査会」を立ち上げ、

地盤・地質、振動・騒音、そして環境センシングの分野の専門家の協力を取り付けつつ、振動・低周波音

による健康被害（2021年 12月 11日に報告会）ならびに建物損壊（2022年 7月に第一次、2023 年 5月

に第二次報告会）の実態調査を実施した。これらと並行して、地下工事から発生する振動を常時モニタリ

ングする必要を痛感し、簡易な振動計（既存の振動加速度センサーのアプリケーションを改良して中古

iPhone に装備したもの）を用いてデータを自動記録するシステムを開発し、シールドマシンによる掘進が

進行・再開されているエリア（外環道の練馬、三鷹、世田谷エリア、横浜環状南線エリア、リニア中央新幹

線エリア）で計測を続けている。今後は、調布エリアで 2023 年夏から長期にわたって行われるだろう地盤

改良工事、ならびに、上記各エリアでの地下掘進での、振動・騒音・低周波音に起因する種々の被害

を、各エリアの住民と連携しつつ未然に防ぐことが主たる目標となる。その一環として、これまで 2年間に

蓄積した地盤や工法やモニタリングなどに関する知見と本調査で示した市民科学的手法を、広く全国の

住民に提供するために、「シールドマシン地下工事 リスク情報サイト」を構築する。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費
現地と市民研事務所の往復 40 回

専門図書館・専門家訪問など 10 回
100 50 50

資料費 論文、専門書籍など 20 点 20 20

機材・備品費 中古 iPhone 購入及びデータ管理 90 90

会議費
オンラインサービス使用料 20 千円

調布市等喫茶店等利用 20 千円
40 40

印刷費 集会・記者会見資料 40 40

検査費用

協力者謝礼等 専門家ヒアリング謝礼 25 25

外部委託費

人件費
データ収集とウェブサイト運営

（月30時間×1人×12ヶ月）
360 240 120

運営経費 報告会開催会場費、広報費用等 40 40

事務所使用費 家賃の 1 割補助×12 ヶ月 120 120

その他 通信費・輸送費 20 20

合 計 855 500 355

グループ名

・代表者名

外環振動・低周波音調査会

上田 昌文さん

助成応募

金額
50 万円

調査研究のテーマ
外環道大深度工事で発生した振動・騒音・低周波音による被害の

実態把握とそれへの対策に関する調査
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【調査研究の概要】

フッ素原子を含む有機化合物のうち、難分解性を示すフッ素化アルキル化合物PFASによる環境汚

染、ヒト曝露について近年、注目が高まっている。泡消火剤の使用があった在日米軍基地、自衛隊、空

港周辺地域、またフッ素樹脂製造工場の近隣で地下水汚染を引き起こし、その結果、飲料水や農作物

の汚染から地域住民の人体へ蓄積が見られており、健康リスクが示唆される濃度で検出されている。沖

縄県、東京都多摩地域、大阪府摂津市が代表的な事例となる。しかしながら、まだ上記の地域において

しか血液検査などは実施されていない。PFASは全国的に使用されてきており、汚染の実態が明らかにさ

れていない地域が数多く残されている。

PFASの化学分析は一定の方法が確立してきているが、実施できる機関は限られており、営利機関へ

の委託費用も高額である。市民自らPFASの実態を明らかにするためにはPFAS分析を低廉で行うことが

できる機関を増やすことである。申請者は従来の液体クロマトグラフィー質量分析計による方法に代わ

り、汎用のガスクロマトグラフィー質量分析計でもPFAS分析が実施できることを発表しており、この方法で

簡便、低廉に分析ができることを示している。この調査研究では市民が主導するPFAS汚染が懸念される

地域での血液検査を支援し、また営利を目的としない機関への PFAS分析法の技術移転を進め、国内

のネットワークで調査、分析の経験を共有する仕組みを目指す。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費 分析技術移転先への旅費 72 48 24

資料費

機材・備品費

ガスクロマトクラフィー用カラム

測定用試薬

実験用器具

89

43

50

182 0 0

会議費

印刷費

検査費用

協力者謝礼等

外部委託費

人件費
分析作業補助者（1200円/時間×6時

間/日×40日）
288 216 0 72

合 計 542 446 0 96

グループ名

・代表者名
原田 浩二さん

助成応募

金額
45 万円

調査研究のテーマ 市民による PFAS 調査のための化学分析基盤の構築
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Emerging chemical risks in Europe — PFAS — European Environment Agency

Sources: US National Toxicology Program, (2016); C8 Health Project Reports, (2012);
WHO IARC, (2017); Barry et al., (2013); Fenton et al., (2009); and White et al., (2011).
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( , 2020)
https://ryukyushimpo.jp/news/entry-1555603.html
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【調査研究の概要】

PFOS、PFOA、PFNAなどの Perfluoroalkyl substances (PFAS)への曝露と発癌性との関連性を示す研

究はいくつかある。PFAS曝露は日本人においてすでに広がっているが、血中PFAS濃度と発癌性の関

連について日本人を対象にした研究はまだない。PFASは地域住民の生活にとって重要な飲料水に含

まれる残留性環境汚染物質であり、健康影響を調べることは大切である。中でも、悪性腫瘍の発生数は

近年増加しており、この物質の関与を調査することで、曝露を減らすなどの予防対策をとる必要性が明ら

かになる。今回の研究は、症例対照研究を行い、外来受診時に得られた採血検体を用いて、腎癌と精

巣癌の患者の血中PFAS濃度の測定を行う。データ解析については、多変量ロジスティック回帰モデル

分析を行い、交絡因子を調整した上で、PFAS血中濃度と癌の既往との関連を解析する。PFAS血中濃

度と発癌性との関連を認めた際には、PFAS曝露を最小限にするための政策介入を行うよう自治体や政

府等へ働きかけを行うエビデンスとして研究結果を活用する。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：千円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の
助成金を充当

他の助成金
等を充当

自己資金

旅費・滞在費

資料費

機材・備品費

会議費

印刷費

検査費用

協力者謝礼等

外部委託費
PFAS 血中濃度測定費用

（4 千円×100 人分）
400 400

その他

合 計 400 400

グループ名

・代表者名

沖縄京都 PFAS 研究グループ

徳田 安春さん

助成応募

金額
40 万円

調査研究のテーマ 沖縄県における PFAS 曝露と腎癌・精巣癌の関連性
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coef 95% CI coef 95% CI coef 95% CI coef 95% CI coef 95% CI coef 95% CI
0.35 -0.08 - 0.79 0.11 2.92 -4.82 - 10.65 0.46 1.49 -1.19 - 4.18 0.28 -2.92 -4.18 - -1.65 0.00 0.01 -2.68 - 2.7 0.99 1.47 0.92 - 2.03 0.00

-0.35 -0.83 - 0.12 0.15 -5.54 -14.25 - 3.16 0.21 0.65 -2.26 - 3.57 0.66 -1.90 -3.33 - -0.48 0.01 -0.15 -3.27 - 2.98 0.93 0.18 -0.41 - 0.77 0.55

0.46 0.03 - 0.9 0.04 0.80 -6.94 - 8.55 0.84 1.82 -0.84 - 4.48 0.18 -2.59 -3.86 - -1.32 0.00 -0.66 -3.35 - 2.04 0.63 1.39 0.83 - 1.95 0.00

-0.25 -0.73 - 0.23 0.31 -9.05 -17.82 - -0.27 0.04 0.73 -2.18 - 3.65 0.62 -1.40 -2.84 - 0.04 0.06 -1.08 -4.24 - 2.07 0.50 0.02 -0.58 - 0.62 0.95

-0.01 -0.45 - 0.43 0.97 -2.65 -10.39 - 5.09 0.50 0.83 -1.86 - 3.53 0.54 -1.35 -2.63 - -0.06 0.04 -0.70 -3.4 - 1.99 0.61 1.18 0.61 - 1.74 0.00

-0.50 -0.94 - -0.05 0.03 -8.52 -16.71 - -0.33 0.04 0.59 -2.2 - 3.39 0.68 -0.46 -1.81 - 0.89 0.50 -0.86 -3.81 - 2.08 0.56 0.09 -0.46 - 0.65 0.74

0.35 -0.1 - 0.81 0.12 1.56 -6.45 - 9.58 0.70 3.08 0.39 - 5.76 0.02 -1.40 -2.74 - -0.07 0.04 -2.13 -4.91 - 0.65 0.13 0.17 -0.42 - 0.77 0.57

0.21 -0.22 - 0.64 0.34 -0.32 -8.18 - 7.53 0.94 2.25 -0.34 - 4.84 0.09 -1.02 -2.31 - 0.26 0.12 -2.27 -5.07 - 0.54 0.11 0.14 -0.39 - 0.67 0.60

0.41 -0.04 - 0.85 0.07 0.54 -7.31 - 8.39 0.89 2.04 -0.64 - 4.71 0.13 -1.06 -2.37 - 0.25 0.11 -2.29 -5.01 - 0.43 0.10 -0.06 -0.65 - 0.52 0.84

0.30 -0.11 - 0.72 0.15 -0.66 -8.32 - 6.99 0.86 1.45 -1.12 - 4.02 0.27 -0.81 -2.07 - 0.45 0.21 -2.35 -5.09 - 0.38 0.09 -0.14 -0.66 - 0.37 0.58

-0.22 -0.66 - 0.22 0.33 0.50 -7.24 - 8.24 0.90 0.89 -1.81 - 3.58 0.52 -1.37 -2.66 - -0.08 0.04 -1.35 -4.04 - 1.33 0.32 0.53 -0.05 - 1.1 0.07

-0.38 -0.8 - 0.05 0.08 -0.76 -8.56 - 7.04 0.85 1.63 -1.01 - 4.26 0.23 -1.18 -2.46 - 0.1 0.07 -1.37 -4.15 - 1.42 0.34 -0.13 -0.66 - 0.39 0.62

-0.26 -0.7 - 0.18 0.25 -1.29 -9.03 - 6.46 0.74 -0.61 -3.3 - 2.08 0.66 -0.80 -2.09 - 0.49 0.22 -1.95 -4.64 - 0.73 0.15 1.28 0.71 - 1.84 0.00

-0.52 -0.96 - -0.09 0.02 -3.73 -11.71 - 4.26 0.36 -0.04 -2.74 - 2.67 0.98 -0.40 -1.71 - 0.91 0.55 -2.11 -4.96 - 0.75 0.15 0.46 -0.08 - 1.0 0.10

-0.47 -0.91 - -0.03 0.03 -4.82 -12.55 - 2.91 0.22 -0.34 -3.02 - 2.34 0.80 0.67 -0.62 - 1.96 0.31 -0.98 -3.67 - 1.71 0.47 0.75 0.18 - 1.32 0.01

-0.60 -1.02 - -0.18 0.00 -6.02 -13.73 - 1.69 0.13 -0.12 -2.76 - 2.52 0.93 0.92 -0.35 - 2.19 0.16 -0.95 -3.72 - 1.81 0.50 0.20 -0.32 - 0.73 0.45

-0.70 -1.13 - -0.27 0.00 -8.37 -16.07 - -0.67 0.03 -0.86 -3.56 - 1.84 0.53 1.41 0.12 - 2.7 0.03 -1.74 -4.43 - 0.94 0.20 0.63 0.05 - 1.2 0.03

-0.77 -1.18 - -0.36 0.00 -8.93 -16.55 - -1.3 0.02 -0.47 -3.09 - 2.15 0.72 1.52 0.27 - 2.78 0.02 -1.72 -4.46 - 1.03 0.22 0.20 -0.32 - 0.72 0.45

-0.37 -0.8 - 0.06 0.09 -7.37 -15.02 - 0.28 0.06 -1.20 -3.83 - 1.43 0.37 1.09 -0.19 - 2.37 0.10 -1.50 -4.17 - 1.17 0.27 -0.32 -0.89 - 0.25 0.27

-0.22 -0.63 - 0.19 0.29 -5.43 -12.96 - 2.09 0.16 -0.49 -3.02 - 2.03 0.70 0.68 -0.56 - 1.92 0.28 -1.40 -4.1 - 1.3 0.31 -0.33 -0.84 - 0.18 0.21

-0.60 -1.04 - -0.17 0.01 -4.81 -12.54 - 2.92 0.22 -0.32 -2.99 - 2.34 0.81 2.11 0.83 - 3.38 0.00 -0.88 -3.57 - 1.81 0.52 0.56 -0.01 - 1.14 0.05

-0.59 -1.0 - -0.18 0.01 -4.36 -11.95 - 3.23 0.26 0.03 -2.53 - 2.6 0.98 2.04 0.81 - 3.27 0.00 -0.80 -3.52 - 1.92 0.56 0.32 -0.19 - 0.84 0.22

-0.42 -0.86 - 0.03 0.07 -7.13 -15.07 - 0.8 0.08 -2.77 -5.48 - -0.05 0.05 -0.57 -1.9 - 0.76 0.40 -0.99 -3.76 - 1.78 0.48 -0.73 -1.32 - -0.14 0.02

-0.18 -0.61 - 0.25 0.40 -4.23 -12.07 - 3.61 0.29 -1.79 -4.44 - 0.86 0.19 -1.23 -2.51 - 0.06 0.06 -0.89 -3.7 - 1.92 0.53 -0.45 -0.98 - 0.08 0.10

-0.01 -0.45 - 0.43 0.97 -2.65 -10.39 - 5.09 0.50 0.83 -1.86 - 3.53 0.54 -1.35 -2.63 - -0.06 0.04 -0.70 -3.4 - 1.99 0.61 1.18 0.61 - 1.74 0.00

-0.50 -0.94 - -0.05 0.03 -8.52 -16.71 - -0.33 0.04 0.59 -2.2 - 3.39 0.68 -0.46 -1.81 - 0.89 0.50 -0.86 -3.81 - 2.08 0.56 0.09 -0.46 - 0.65 0.74

-0.22 -0.66 - 0.22 0.33 0.50 -7.24 - 8.24 0.90 0.89 -1.81 - 3.58 0.52 -1.37 -2.66 - -0.08 0.04 -1.35 -4.04 - 1.33 0.32 0.53 -0.05 - 1.1 0.07

-0.38 -0.8 - 0.05 0.08 -0.76 -8.56 - 7.04 0.85 1.63 -1.01 - 4.26 0.23 -1.18 -2.46 - 0.1 0.07 -1.37 -4.15 - 1.42 0.34 -0.13 -0.66 - 0.39 0.62

0.14 -0.3 - 0.57 0.54 0.82 -6.92 - 8.56 0.84 1.20 -1.5 - 3.89 0.38 -2.02 -3.3 - -0.74 0.00 -0.63 -3.32 - 2.07 0.65 1.37 0.81 - 1.93 0.00

-0.38 -0.84 - 0.07 0.10 -5.11 -13.48 - 3.25 0.23 1.05 -1.77 - 3.88 0.46 -1.19 -2.56 - 0.18 0.09 -0.81 -3.8 - 2.19 0.60 0.22 -0.35 - 0.79 0.45

-0.08 -0.52 - 0.36 0.71 -1.55 -9.3 - 6.19 0.69 0.33 -2.37 - 3.03 0.81 -1.66 -2.95 - -0.38 0.01 -1.00 -3.69 - 1.69 0.46 1.16 0.59 - 1.72 0.00

-0.53 -0.98 - -0.09 0.02 -6.60 -14.75 - 1.55 0.11 0.20 -2.57 - 2.98 0.89 -0.94 -2.28 - 0.4 0.17 -1.18 -4.11 - 1.74 0.43 0.12 -0.44 - 0.67 0.67

Table 3. Linear regression analysis of PFAS effects on BMI, TG, ALT, HDL-C, and LDL-C
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PFNA

PFDA
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